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Week 1
英語の基本のキ （発音）

「自分が話す英語が理解されない」「英語が聞き取れな
い」など、英語力に課題がある人が、発音の基礎を学
んだだけで、飛躍的に力が伸び、仕事で活躍できるよ
うになることがあります。「カタカナ発音でも伝わる」
と意地を張らずに理解される英語に改善しましょう。
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脱カタカナ英語：子音と母音

฼Իは؆୯にݴうと「େきな੠が出ͤるԻ」です。೔ຊ語では「あɾいɾうɾ
えɾ͓」がͦΕに౰たります。೔ຊ語のಛ௃は、「Μ」をআくશてのจࣈのԻ
が฼ԻでऴΘることです。ローϚࣈを使って֬ೝすると、ྫえ͹、͔ߦであΕ
͹「ka ki ku ke ko」、͞ߦは「sa shi su se so」のように、ඞず฼Իのa、i、u、
e、oがશてのจࣈにೖっていることがΘ͔ります。

ӳ語の฼Իもجຊは「a、i、u、e、o」のจࣈをࢦします。たͩしൃԻは೔
ຊ語のͦΕとҟなります。ࢠԻはアルϑΝϕοトの฼ԻҎ֎のԻをࢦします。
ͦして、ӳ語のࢠԻは೔ຊ語とҧい、いͭも฼ԻがくっͭいてはൃԻ͞Εまͤ
Μ。ΧλΧφӳ語͔Βよりӳ語ΒしいൃԻに͚ۙͮるたΊ、೔ຊ語話ऀは、୯
ମのࢠԻのൃԻを࿅शするඞཁがあります。意ࣝして「ࢠԻを切り෼͚る」࿅
शをするඞཁがあります。

ྫえ͹sickという୯語は、「γοΫ」ではありまͤΜ。ਖ਼しくは語ඌの ‘ck’
は [ku]ではなく、฼Իの [u]をೖΕずに [k]とൃԻします。しっ͔りとԻを切

日本語の子音と母音の関係

英語の子音と母音の関係

子音の発音

日本人ಛ༗の英語のൃԻをʮΧλΧφ英語ʯとݺͼますが、そのҰ൪の
ಛ௃はࢠԻに฼Իがくっついていることです。これは日本語には୯ମでൃ
ԻするࢠԻがଘࡏしないためにੜ͡る໰୊です。ྫえ͹、l* XBOU UP 
ESJOL TPNFUIJOH�z をΧλΧφ英語でൃԻするとʮアΠɾウΥントɾトΡɾ
ドϦンクɾαムγンάʯのように、ҰつҰつのࢠԻのޙに฼Իをೖれてൃ
Իしてしまいます。しかし、࢒೦ながらこのΧλΧφ英語は、なかなか相
खに聞き取ってもらえません。少しでも௨͡る英語が࿩せるように、まͣ
は฼ԻとࢠԻについてཧղしましょう。
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ることを意ࣝし、ӳ語のԻを೔ຊ語のۙいԻで୅༻するのはやΊましょう。
seatとsheetもΧλΧφӳ語ではどͪΒも「γート」͔もしΕまͤΜが、[s]と
[sh]のԻはશくҧうԻ。ҰͭҰͭのԻをਖ਼しくൃԻすることを意ࣝしましょう。
௕೥છみ෇いたΧλΧφӳ語のบ͔Β୤٫することは༰қではない͔もしΕま
ͤΜが、ਖ਼しいൃԻをすることでฉきखのෛ୲をܰݮし、ਪଌやޡղを๷͗、
コϛュニέーγϣンをよりԁ׈にӡͿことがՄೳになります。コϛュニέー
γϣンは૒ํの౒力がඞཁ。伝える౒力のҰͭとして、ਖ਼しいൃԻのश得を໨
。しましょうࢦ

೔ຊ語の฼Իは５ͭですが、ӳ語は୹฼Ի、௕฼Ի、ೋॏ฼Իなど約��あ
るとݴΘΕています。ΧλΧφӳ語で「ア」と୅༻͞ΕているԻもӳ語ではগ
なくとも４ͭの「ア」があります。アοϓル（apple）とアンϒϨϥ（umbrella）
の「ア」はӳ語ではશくҧうԻです。また୹฼Իや௕฼Ի、ೋॏ฼Իも注意し
たいൃԻです。こΕΒ฼ԻはޱのܗをมえてൃԻします。શてのԻのルールを
֮えるというよりも、ฉこえるԻをͦのまままͶるたΊにޱのܗをมえてԻを
出し、ମに֮えͤ͞るのがൃԻ޲上のۙಓ。ฉこえたままに、Կ౓もまͶをし
てԻを͚ۙͮましょう。

母音の発音

A   下の英文の特に下線の箇所に注意しながら音声を聞いて、同じように発音できる
よう、声に出して発話練習をしましょう。

1. The thick wood won’t sink. / A sick person can’t think well.
※ thickの [th]はࣃとࣃのؒにܰくઉをஔき、ଉをుいたときに出るԻです。sickの [s]は೔ຊ
語の「し」とはҧいます。「スΟ」のようなԻになります。

2. I caught a cold. / I cut an extension cord.
※caughtは「コート」でなく、ΉしΖ「͔」にۙいԻ͔Β࢝まります。coldは「コールυ」
ではなく、ೋॏ฼Ի [ou]がೖり、「Φ΢」にۙいԻになります。語ඌの [d]はΧλΧφӳ語「υ
（do）」になΒないように注意しましょう。

B   下に記載されている下線部の母音は、カタカナ英語「ア」「オ」で発音される音
です。よく聞いて同じように発音できるよう、練習しましょう。
hut-hat-hotɹɹcut-cat-cotɹɹrut-rat-rot

W1-01

W1-02
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シュワ[ə]と単語の第１強勢・第２強勢の関係

γュϫ（schwa）とは、[e]を͞ٯまにしたൃԻه߸ [ə]でදすԻをࢦします。
೔ຊ語では「あいまい฼Ի」ともݴΘΕますが、ӳ語に͓いてඇৗにେࣄなԻ
です。ޱを൒։きにして୤力した͡ײでൃԻするとてもऑいԻですが、฼Իの
஥ؒです。ӳ୯語では、௨ৗڧ੎のないՕ所の฼ԻはγュϫにมԽします。ਖ਼
しいγュϫのԻでൃԻすることがきΕいなൃԻのコπともݴえます。し͔しな
がΒ５ͭの฼Իし͔持たない೔ຊ語話ऀにとってはこのγュϫがൃԻしにく
く、ӳ語がฉきऔΕないཧ༝にؔ࿈していることがଟいのです。

୯語のൃԻでେ切なのはڧ੎です。ڧ੎は୯語の฼ԻのԻにஔきます。฼Ի
が２ͭҎ上ೖる୯語には２Χ所、ڧ੎がஔ͔Εます。ࣙ書では௨ৗ、ͦの୯語
のҰ൪ڧくなるԻ（ୈ１ڧ੎）はӈ上͔ΒࠨԼに͔޲ったϚーΫ（ྫ：é）で
දし、࣍にڧいԻ（ୈ２ڧ੎）はࠨ上͔ΒӈԼに͔޲ったϚーΫ（ྫ：ì）で
ࣔ͞Εます。ڧ੎はڧくݴうというよりは、ΉしΖ「Իを௕く৳͹してݴう」
と意ࣝしましょう。ྫえ͹、internationalであΕ͹、ୈ１ڧ੎のある [na]のՕ
所を２ഥ෼くΒいの௕͞でݴうΠϝーδです。ୈ２ڧ੎は௕くൃԻするඞཁは
ありまͤΜ。

ଇγュϫのԻにはなりまͤΜ。฼Իの持ͭຊདྷのԻでݪ、੎をஔく฼Իはڧ
ൃԻします。ྫとして、࣍の୯語をൃԻه߸でݟてみましょう。
ɾinternational  ̡ Իɹઅ ʳinɾterɾnaɾtionɾal

ʲൃԻه߸ʳìnɾṭɚɾnæʅɾʃ(ə)ɾnəl

シュワ（schwa）とは

第１強勢と第2強勢

強勢とシュワの関係

ਖ਼しい英語のൃԻに͚ۙͮるためには、ࣙॻでൃԻه߸を֬ೝしましょ
う。そのதに必ͣ஌って͓く必要があるൃԻه߸ʮγϡϫʯがあります。
そして୯語のڧ੎も、ݴいたいことのҙຯを఻えるために大੾な要素です。
この�つをしっかりཧղしましょう。
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ɾcorporation  ̡ Իɹઅ ʳcorɾpoɾraɾtion
ʲൃԻه߸ʳkɔ̀ɚɾpəɾréɪɾʃⓒn

ɹͦΕͧΕのൃԻを฼Իの۠切りであるԻઅにԊって [ɾ]で෼͚ています。ڧ
੎があるՕ所にԼઢをҾきましたが、ઢがҾ͔ΕていないՕ所、ͭまりڧ੎が
ないՕ所はγュϫのൃԻになっていることがΘ͔ります。γュϫのൃԻՕ所は
はっきりとしたԻでൃԻしないことが上खにฉこえるコπです。

໊詞と動詞の྆ํの意味を持ͭ୯語では、ڧ੎のҐஔがมԽすることがあり
ます。ݪଇ、໊詞はୈ１Իઅに、動詞はୈ２Իઅにڧ੎があります。どͪΒが
ୈ１ڧ੎͔๨ΕてしまったΒϐースαΠンをしてくͩ͞い。ϐースαΠンはV
にも਺ࣈの２にもݟえます。「Vのverb（動詞）はୈ２Իઅにڧ੎」です。

名　詞 動　詞
contest（コンςストɾେ会） contest（議࿦するɾҟ議をএえる）
permit（ڐՄূ） permit（ڐՄする）
present（ଃり෺ɾ現在） present（ൃදする）
project （ϓロδΣΫト） project（์өする）
record（ه࿥） record（࿥画するɾ࿥Իする）

この΄͔によくあるのが、ෳ߹語のڧ੎ҐஔのҠ動です。ෳ߹語は２ͭの୯
語が૊み߹Θ͞って１ͭの意味を作るものと考えてくͩ͞い。୯語を߹ମͤ͞
１ͭでࣔす場߹にも、ͦのまま２ͭの୯語でࣔす場߹にも、දهにؔ܎なくෳ
߹語は࠷ॳの語にڧ੎をஔきます。
ɾsoftware（ιϑト΢Σア） ɾnotebook（ϊート）ɹɹ
ɾtraining center（ݚम所） ɾbusiness trip（出ு）

第1強勢の移動

W1-03

W1-04

A   下の単語の下線のシュワの音に注意しながら音声を聞いて、同じように発音でき
るよう、声に出して発話練習をしましょう。

political ॳの࠷※ [po-]にはڧ੎がないので、Իは「ϙ」ではありまͤΜ。

economy ※࠷ॳの [e-]にはڧ੎がないので、Իは「Τ」ではありまͤΜ。

B   音声を聞き、名詞と動詞を正しく発音しましょう。
conflict（ಆ૪） conflict（ໃ६する）
invite（ট଴ঢ়） invite（ট଴する）
produce（೶࢈෺） produce（生࢈する）

W1-05

W1-06
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文のリズム１：内容語・機能語

では、ӳ語のϦζϜをϚスλーするたΊに、࣮ࡍにアΫςΟϏςΟーをして
みましょう。まず、खをୟきながΒone、two、three、fourと同͡ϦζϜで܁り
ฦしݴってくͩ͞い（①）。ϦζϜがऔΕたΒ、ͦのϦζϜを่͞ずに、and
を෇͚てഥとഥのؒに૊みࠐΜでൃ話してくͩ͞い（②）。あくまでもखഥࢠ
はone、two、three、fourのとこΖでଧͪます。ͩΜͩΜとഥとഥのؒにೖる୯
語を૿やしてみましょう（③、④）。୯語がೖΕ͹ೖる΄どݴいにくくなるは
ずですが、どのようにしたΒうまくݴえる͔を考え、޻෉してみてくͩ͞い。

1拍目 2拍目 3拍目 4拍目
① one two three four
② one and two and three and four
③ one and a two and a three and a four
④ one and then a two and then a three and then a four

ഥのதにうまく૊みࠐもうとするとandやand a、and then aのԻがมԽす
ることにؾ෇きました͔。one and two and ...とݴうときにはࣙ書でࣔ͞Εる
௨りのand（ΤーンυΡ）のൃԻができます。one and a two and a ...となると、
「Τーンμ」のようなܗでandとaのൃԻを߹ମͤ͞るඞཁが出てきます。and 
then aは「アθφ」のようにԻをলུしないと1ഥのதにऩΊることができま
ͤΜ。

英語のリズムをマスターする

W1-07

英語を英語らしく࿩すためにはϦズムが大੾です。英語にはಠಛのϦズ
ムの取り方があり、そのϦズムに৐って英語が࿩せると英語が఻Θりやす
くなります。
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A   下の英文の特に下線のリズムに注意しながら音声を聞いて、同じように発音でき
るよう、声に出して発話練習をしましょう。
1. The book was interesting.
 The new book was interesting.
 The new book you gave me was interesting.

2. I can help you. 
 I can’t help you. 
※can’tをڧௐして対ൺするたΊに、ߠ定จではڧくൃԻ͞Εるhelpが൱定จではएׯऑくな
ります。このようなԻのมԽをϚスλーすΕ͹、ӳ語ΒしいϦζϜで話ͤます。

3. It’s nice to meet you.
 I’m honored to meet you.
 It’s a pleasure to meet you.

B   音声に合わせて、上の文をリズミカルに言えるように発話練習しましょう。

W1-08

W1-08

one、two、three、fourでഥをऔり、ͦのؒにͦの΄͔のจࣈが૿えたとき
のݴいํの࿅शをしました。࣍はจになったとき、どのようにϦζϜをऔる͔
を説໌しましょう。จதのӳ୯語は、಺༰語（content word）͔ػೳ語
（function word）に෼ྨ͞Εます。಺༰語はഥに৐ってڧௐ͞Εる「ॏཁな୯
語」です。ͭまり಺༰語とは「ないとϝοηーδが伝ΘΒない୯語」と考える
といいでしょう。Ұํ、ػೳ語とは、จ๏తなػೳにಛԽし、୯ମでは意味を
な͞ない語で、௨ৗऑく、ͦして଎くൃ話͞Εます。‘one and then a ...’ に出
てきた thenの඼詞はຊདྷは෭詞ですが、ここでは߹いのखのようなؒ౤詞త
な໾ׂを୲っているので、ػೳ語とଊえます。ઌ΄どのྫͩとone、two、
three、fourが಺༰語で、૿やしていった୯語がػೳ語です。
಺༰語とػೳ語はओにҎԼのように෼ྨ͞Εています。

内容語
名詞、動詞、形容詞、副詞、疑問詞、指示代名詞、数詞などの
情報を伝えるのに重要な単語＋否定の言葉 (can’t、haven’tなど )

機能語
助動詞、be動詞、人称代名詞、前置詞、接続詞、関係代名詞、
関係副詞、冠詞などの文法的な役割を担っている単語

内容語と機能語
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ऍ /৤5৫დ໖১ଚৢীਇの᨜
よく似ていると言われる ‘l’ と ‘r’ の音ですが、全く異なります。発音するポイ

ントを理解すれば、その違いがわかるでしょう。日本語の音に近いのが、 ‘l’ の音
です。 ‘l’ は、日本語の「らりるれろ」の舌の位置を基にして練習すれば、すぐに
うまく発音できるようになります。まず、日本語で「らりるれろ」と言うとき、
舌先は上の歯のつけ根にあたりにありますね。「らりるれろ」と何度も言いながら、
その舌先を上の歯の裏の先（下の歯に限りなく近いところ）に押し当てて、たた
きつけるように強く「らりるれろ」と言ってみましょう。英語らしい ‘la、li、lu、
le、lo’ になりませんか？ その一方、日本語の音にない音が rです。rの発音は日
本語にない口の動きをしないと音が出せません。rの音を出すためには口をすぼめ
て「ひょっとこ」のように尖らせてください。そしてウーと音を出し続けながら、
徐々に舌を持ち上げて、舌の真ん中が高くなるような山の形にしましょう。それ
が rの音です。日本人からするととても違和感のあるこもった音です。自分で音
を使い分けられるようになれば、聞き分けやすくなります。何度も練習してきれ
いな音が出せるように努力しましょう。

ऍ Ꮃᤧの༗ী៟৻਎৓ৢী৺ৗਏে᨜
カタカナ表記に惑わされず、正しい音を耳から学びましょう。OKを英語で発

音してみてください。日本語の「オッケー」と発音していませんか。発音記号は
òܚkéփ。つまり、最初の音はオウという二重母音なので、OKはオウケイと発音す
ることがわかります。boatも「ボートゥ」ではなく、bóܚt（ボウトゥ）。また、
英語には小さな「ッ」の音（促音）はありません。小さな「ッ」が入っているカ
タカナ表記の単語の発音には注意が必要です。例えばputを「プット」と書き出
すかもしれませんが、これは単に母音が付かない /t/の表記方法が日本語に存在し
ないからこのように書き出しているだけであり、決して日本語と同じような「間
（ま）」が必要なわけではないのです。soccerも「サッカー」と書き出されますが、
間（ま）はなく、sάːk۶（サーコー）のように長母音＋子音で発音します。

グローバルビジネス
のヒント！ 　

Ms. Eto が伝える

࢕
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